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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 2,731 △10.0 67 △50.6 90 △38.9 65 △34.5

2021年3月期第2四半期 3,034 △1.7 136 71.3 148 77.7 100 69.3

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　72百万円 （△35.5％） 2021年3月期第2四半期　　112百万円 （88.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 22.62 ―

2021年3月期第2四半期 33.94 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 3,239 1,657 51.2 576.41

2021年3月期 3,533 1,657 46.9 564.64

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 1,657百万円 2021年3月期 1,657百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,653 △4.8 149 △26.4 173 △20.7 116 △21.2 40.22

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 2,940,000 株 2021年3月期 2,940,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 65,420 株 2021年3月期 5,120 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 2,882,724 株 2021年3月期2Q 2,934,880 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の普及

等により、社会・経済活動の正常化への期待が高まる一方で、感染力の強い変異株の出現、度重なる緊急事態宣

言の発令等、先行きは極めて不透明な状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く環境におきましても、企業間競争の激化に加えて、新型コロナウイルス感染症の拡大

により、東京オリンピック・パラリンピックの無観客開催ならびに各種イベント等の開催延期・中止等が大きく

影響いたしました。一方で、利益面におきましては６月を以て終了した介護事業撤退による費用の削減や、原価

管理の見直し等を実施した結果、上期の業績に寄与いたしました。雇用情勢におきましては、経済活動の自粛の

影響から企業が求人を手控える動きが拡大され、従前より懸念されていた採用難が解消傾向にある一方で、引き

続き不安定な状況となっており、事業を取り巻く環境も依然として厳しい状況が継続しております。

このような状況のもと、当社グループは「信頼されるサービスの提供」を目指した経営姿勢のもと、各分野に

おいて十分な感染症対策を講じた勤務体制および業務品質の向上に取り組むとともに、お客さまのニーズに寄り

添った提案型営業を推進し、新規業務の受注や既存先の仕様拡大等に注力してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は27億3,077万円（前年同四半期比10.0％減）とな

り、利益面につきましては、経常利益は9,015万円（前年同四半期比38.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益につきましては、6,520万円（前年同四半期比34.5％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、32億3,854万円となり、前連結会計年度末に比べ２億9,425万

円減少しました。主な要因は、現金及び預金が減少したこと等によるものです。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、15億8,161万円となり、前連結会計年度末に比べ２億9,403万円

減少しました。主な要因は、借入金が減少したこと等によるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、16億5,692万円となり、前連結会計年度末に比べ22万円減少し

ました。主な要因は、剰余金が増加したものの、自己株式を取得したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期業績予想につきましては、連結・個別ともに業績予想を修正しております。詳しくは2021年10

月25日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,651,233 1,437,193

受取手形及び売掛金 745,855 686,972

原材料及び貯蔵品 8,896 8,936

その他 12,771 12,505

貸倒引当金 △56 △56

流動資産合計 2,418,700 2,145,551

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 380,851 380,851

減価償却累計額 △263,589 △267,771

建物及び構築物（純額） 117,262 113,080

土地 351,993 351,993

その他 96,269 94,971

減価償却累計額 △71,044 △73,120

その他（純額） 25,224 21,851

有形固定資産合計 494,480 486,925

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア 14,576 5,379

電話加入権 7,123 7,123

無形固定資産合計 68,821 59,624

投資その他の資産

投資有価証券 206,729 215,589

長期貸付金 3,540 3,300

差入保証金 67,116 78,865

保険積立金 91,268 60,541

繰延税金資産 177,453 178,486

その他 4,685 9,656

投資その他の資産合計 550,794 546,439

固定資産合計 1,114,096 1,092,989

資産合計 3,532,796 3,238,541
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 107,718 79,679

短期借入金 32,000 －

1年内返済予定の長期借入金 229,471 196,099

未払費用 350,011 322,047

未払法人税等 72,118 41,127

未払消費税等 111,378 64,563

賞与引当金 51,648 66,378

事業撤退損失引当金 2,824 －

その他 81,223 31,149

流動負債合計 1,038,394 801,044

固定負債

長期借入金 181,354 138,902

長期未払金 59,784 49,067

役員退職慰労引当金 7,863 195

退職給付に係る負債 587,667 592,139

その他 583 265

固定負債合計 837,252 780,569

負債合計 1,875,647 1,581,614

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 243,752

利益剰余金 1,037,199 1,073,052

自己株式 △1,879 △38,522

株主資本合計 1,587,557 1,580,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 75,246 81,397

退職給付に係る調整累計額 △5,655 △4,753

その他の包括利益累計額合計 69,591 76,644

純資産合計 1,657,148 1,656,926

負債純資産合計 3,532,796 3,238,541
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 3,034,043 2,730,770

売上原価 2,473,378 2,225,345

売上総利益 560,665 505,424

販売費及び一般管理費 424,369 438,108

営業利益 136,296 67,316

営業外収益

受取利息 92 78

受取配当金 3,662 4,102

投資有価証券売却益 6,819 －

不動産賃貸料 540 448

保険返戻金 1,032 17,936

雑収入 1,153 1,907

営業外収益合計 13,298 24,472

営業外費用

支払利息 2,020 1,422

支払手数料 － 208

営業外費用合計 2,020 1,631

経常利益 147,574 90,158

特別利益

移転補償金 13,958 －

特別利益合計 13,958 －

税金等調整前四半期純利益 161,533 90,158

法人税、住民税及び事業税 70,867 29,096

法人税等調整額 △8,939 △4,139

法人税等合計 61,928 24,956

四半期純利益 99,604 65,201

親会社株主に帰属する四半期純利益 99,604 65,201
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 99,604 65,201

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,601 6,151

退職給付に係る調整額 891 901

その他の包括利益合計 12,492 7,053

四半期包括利益 112,097 72,254

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 112,097 72,254

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 161,533 90,158

減価償却費 16,543 16,752

長期未払金の増減額（△は減少） △2,306 △10,716

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,077 5,772

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 468 △7,668

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,894 14,729

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 -

受取利息及び受取配当金 △3,754 △4,180

支払利息 2,020 1,422

投資有価証券売却損益（△は益） △6,819 -

有形固定資産売却損益（△は益） - △50

移転補償金 △13,958 -

売上債権の増減額（△は増加） △76,986 58,882

棚卸資産の増減額（△は増加） 329 △40

仕入債務の増減額（△は減少） 42,645 △28,038

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,691 △46,815

その他 △13,189 △49,778

小計 120,816 40,428

利息及び配当金の受取額 3,772 4,183

利息の支払額 △1,950 △1,308

移転補償金の受取額 13,958 -

法人税等の支払額 △30,650 △59,395

法人税等の還付額 - 207

営業活動によるキャッシュ・フロー 105,945 △15,884

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △361,679 △379,682

定期預金の払戻による収入 352,665 370,679

有形固定資産の取得による支出 △11,289 206

有形固定資産の売却による収入 1 50

投資有価証券の売却による収入 9,600 -

会員権の取得による支出 - △5,040

貸付けによる支出 △4,988 △203

貸付金の回収による収入 728 712

差入保証金の差入による支出 △1,037 △12,384

差入保証金の回収による収入 717 636

その他 540 448

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,742 △24,577

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,701 △32,000

長期借入れによる収入 200,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △135,245 △125,824

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △318 △318

自己株式の取得による支出 - △45,300

配当金の支払額 △14,498 △29,138

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,639 △182,580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 142,843 △223,042

現金及び現金同等物の期首残高 980,478 1,171,053

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,123,321 948,011
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 14,674 5.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 29,348 10.00 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

(注)１株当たり配当額には創立50周年記念配当5.00円が含まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（会計方針の変更）

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はなく、利益剰余金の当期首残高への影響もありませ

ん。

また、「四半期連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28－15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありませ

ん。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,485,575 514,205 34,262 3,034,043 ― 3,034,043

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,485,575 514,205 34,262 3,034,043 ― 3,034,043

セグメント利益又は損失(△) 266,502 28,951 △1,487 293,966 △157,670 136,296

（注）1.セグメント利益の調整額△157,670千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な内
容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　 2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

（注）３
計

売上高

　年間契約 2,029,141 197,381 1,604 2,228,127 ― 2,228,127

　臨時契約 176,430 311,878 14,333 502,643 ― 502,643

顧客との契約から生じる収益 2,205,572 509,259 15,937 2,730,770 ― 2,730,770

その他の収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 2,205,572 509,259 15,937 2,730,770 ― 2,730,770

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,205,572 509,259 15,937 2,730,770 ― 2,730,770

セグメント利益又は損失(△) 210,941 36,042 △1,835 245,148 △177,831 67,316

（注）1.セグメント利益の調整額△177,831千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な内
容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　 2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
3.当第２四半期連結累計期間において、「介護サービス事業」から撤退しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


